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今月もウォーキングにお付き合いください第30回

２０２２年6月12日
6：００発 回顧録

7月９日 9：45発 自宅～サーティーフォー保土ヶ谷球場

長男の嫁から長女（孫）がK高校のダンス部に所属していて、夏の高校野球の県
予選でチアで応援するらしい、家族で応援に行くので一緒にどうかとの誘いがき
た。当然のことながら行くことにした。長男家族は車か電車で行くだろうが、自分
は日曜日の日課であるウオーキングでサーティーフォー保土ヶ谷球場まで行くこ
とにした。

試合開始は12時30分、対戦相手はA高校、TVKで中継もあるという。
9時45分、港南台の自宅を出発、球場に到着は2時間半後の12時15分と予測、
鎌倉街道の清水橋の信号を突っ切って野庭方面に向かう。だらだら坂の途中に善
行寺の法語が掲げてある。

今月は、「一人でいると孤独感 二人でいると劣等感 三人でいると疎外感 仏様と
いると安心感」今日もなるほどと感心させられた。よく行く丸山台のBOOK OFF
も過ぎ、日限地蔵も過ぎ、もう少し行くと伯父と従兄弟が眠っている霊園があるが

今日はその手前の「下永谷駅入口」の信号を右折していく。

下永谷駅を過ぎてしばらく歩くと「環2中永谷」の信号に出る。その信号を左
折して環状2号線を新横浜方面に歩く。東海道と交差する「平戸立体」の信号に
出た。ここをまっすぐ進んで境木経由で権太坂に出るか、右折して東海道（国道
1号線）を権太坂方面に歩くか迷ったが右折して東海道を歩くことにした。

今日の主人公の孫娘は自分たちにとって初孫だった。長男が学生結婚だった
ので自分も若いうちに爺にされてしまった。一時期一緒に住んでいた頃もあり、
おむつを替えたりもしたし、よく一緒に出かけた。
ある日のデパートの催し場でのこと、店員さんが自分をこの娘のパパと間違
えて話しているのを聞いて「あの人ジイジのことパパと間違えているよ」と言っ
たことを今でも覚えている。この娘がもう高校2年生、自分も年をとるはずだ。
さてこの娘の花嫁衣装姿は見られるのだろうか？
孫娘との思い出をあれこれ思い出しながら歩いていると権太坂にさしかかっ
た、正月の箱根駅伝では、2区のこの坂と8区の藤沢の遊行寺の坂は選手泣か
せの坂であろう。権太坂もこちらは逆方向なので下り坂、スイスイ下って行くと
遥か頭上に高速道路が見えてきた。狩場インターも近い。
確かこの狩場インターのそばにハングリータイガーがあったはずだが見当たら
ない。今のファミリーマート辺りにあった気がするが、もう40年以上前の話で
自分の記憶も定かではない。
遥か頭上の高速道路をくぐってすぐに東海道と惜別し元町ガードに。この狭
い元町ガードをくぐって斜め右方向に行くとサーティーフォー保土ヶ谷球場だ。
坂を上り切ったところにあるローソンで乾ききった喉をビールで潤し、さあ高
校野球観戦だ。

残念ながらK高校はA高校に２対3で敗れた。9回に2アウト２塁・3塁まで攻め
込んだがあと1本がでなかった。
両校の選手の皆様、お疲れ様でした。

山の日はいつ？

山の日は毎年8月11日に決められた祝日です。
制定される以前は8月と同じく祝日のない6月の第1月曜日にする案や、お盆前のシーズンである8月12日にする案が候補として挙げられていたようです。
しかし、8月12日は日航機墜落事故が起こった日であり「慰霊をする日が祝日になるのはふさわしくない」との理由から見直され、最終的に1日ずらした
8月11日となりました。

地名には由来があり、その地名から地盤の良し悪しが判断できる場合があります。
一般的に軟弱地盤の地域の地名でよく使われているのは川、河、沼、田など水を連想する文字が地名に含まれている
ものです。一方で固い地盤を意味する地名では、山、台、丘、岡などが挙げられます。

しかし近年の宅地造成や沿線開発などで旧地名から変わっている場所があるので注意が必要な場合もあります。
関東にある東武伊勢崎線沿線は、草加市から杉戸町まで軟弱地盤が続く要注意のエリアです。
筆者も今から30年前、学生時代に草加市に住んでましたが、台風の影響で水が溢れ、最寄駅近辺では腰より上まで
水に浸かって数日家から出られない経験をしました。

草加市以北でも大雨時に水が溢れることが多く、せんげん台駅周辺はこの6月上旬にも水が溢れてしまった様です。
せんげん台という駅名にもなっているこの地域、「台」という硬い地盤を連想できる文字がありますが、この周辺は駅以
西は旧湿地帯でした。元々は千間堀という新方川の旧名称で「せんげん台」の名前の由来となっているそうです。「掘」
ではなく、「台」としたのは元々溢水被害の多い地域でしたのでイメージ戦略があったかもしれません。
実際、我々住宅地盤を保証する立場でこの地域の改良工事前提での保障適用審査を行いますが、深部まで続く非常
に弱い層が連続している地域では、軟弱地盤対策の改良工事に皆苦慮されています。

もちろん、地盤対策工事の金額にも跳ね返ってきますので、お施主様が一番困るでしょう。
駅から近い、通勤に便利、大きな公園があり、ショッピングセンターも近いなど、目にみえる住環境の良さばかりでなく、
その地域の地形、地名、地名に隠された由来まで調べておくことが大切です。


